
令和７年度　特別の教育課程に係る保護者評価
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１ 本校は積極的に英語活動を推進している。
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２ お子様は、学校の英語活動の様子について、話している。
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３ お子様は、ご家庭で時々英語を使って話そうとしている。
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４ お子様は、日本や外国の文化に興味・関心を示している。
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５ 本校の英語活動は、お子様のコミュニケーション能力の育成に役立っている。

その他の意見（自由記述）

・子どもに聞いてみたところ、授業の進め方は「単語を聞く・読む」スタイル。また、すぐにゲームやダンスが始まるということです。これ自体は楽しいようですが、もっと「英語を

書く」ことも授業の中で取り組むことができたら嬉しいといっています。

・小学生のうちから学校で英語を学べる機会があることは大変ありがたく思っております。日頃、英語の授業のことは、楽しそうに家で話してくれています。

・どのような内容なのか、テキストやプリントがあると、自宅で復習できると思います。親も具体的な内容が知れたら嬉しいです。

・こちらから聞いたときは楽しそうに話をしてくれますので、良い活動だと思います。英語はこの先とても必要なので、続けていけるとよいと思っております。

・引き続きALTの先生とのコミュニケーションを大切に、文法力よりも会話表現力が身に付くよう、ご指導のほどよろしくお願いいたします。

・宿題に英語がなく、こどもも英語の授業の話をあまりしないので、英語の授業でどのような成果があったのか、保護者にはまったく伝わってきません。

・英語活動の授業の回数、頻度を増やしてほしいと子どもは言っています。英語に触れ合う機会が少ないと感じます。短い時間で毎日のほうが良いと思います。

・昨年度と比べて、英語活動のレポートが配信されるようになったので、なにをしているか様子がわかるようになってよかったです。

・ネイティブの先生との交流を持たせてあげられるとより良いと思います。（授業だけでなく、食事や休憩時なども。）

・授業がとても楽しいと話していました。苦手意識なく取り組めているようで、低学年のうちから始めているのが良いと思います。

・中学校進級までに必要な700個の英単語、文法、フレーズなどが無理なく楽しく覚えられる基本のプログラム（ゲーム、遊び、座学、交流会など）があるとうれしいです。担任の先

生が1から用意をしなくてもよい授業のひな形など、負担軽減ができるものが良いと思います。

・英語通信で子供たちの発言を拾って載せてくれるのがとてもうれしいです。楽しく学習できているのがわかります。

・家庭では恥ずかしがったり面倒くさがったりで英語を使った遊びもなかなかできないので貴重な体験をしていると思います。

・週1回程度では身につかないのではないでしょうか。習い事で英語をやってるお子さんもいるので、習得レベルでクラス分けをする等できますでしょうか。

・英語の授業は楽しいようです。難しいとは思いますが、英語に触れる時間がより多くなるといいなと思います。授業数を増やしてほしいです。

・フードバスケット、英語の歌が楽しく覚えられるそうです。日付を言うのが難しく、子どもが言った後、先生が正確に教えてくれるけど、出てこない時にどうしようと戸惑うとの

ことでした。「英語に触れる」から「慣れていく」過程に個人差があり、難しいかと思いますが、「間違いを怖がらず、安心して発言できる」環境づくりをしていただき、ありが

とうございます。


